
接着剤関係環境対応一覧表
対象物質 ホルム

アルデヒド トルエン キシレン パラジクロロ
ベンゼン

エチル
ベンゼン スチレン クロル

ピリホス
DBP テトラ

デカン
DEHP
（DOP）

ダイア
ジノン

アセト
アルデヒド

フェノブ
カルブ法律等

厚生労働省指針値 室内濃度指針値

室内濃度指針値学校環境衛生の基準
（文部科学省）

品確法（国土交通省）

建築基準法（国土交通省）

接着剤等の種類

エポキシ樹脂系

ウレタン樹脂系

全溶剤形

品　名

商品名

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

制限なし

制限なし

制限なし

制限なし

5μg/m2h以下（F☆☆☆☆レベル）

5μg/m2h以下（F☆☆☆☆レベル）

5μg/m2h以下（F☆☆☆☆レベル）

5μg/m2h以下（F☆☆☆☆レベル）

告示で定めるホルムアルデヒド
発散建築材料の区分

等級及び
内装仕上げの制限

ホルムアルデヒド
放散速度分析結果

ホルムアルデヒド
放散速度区分

規制対象外

規制対象外

JIS
F☆☆☆☆

JAIA
F☆☆☆☆

JAIA
F☆☆☆☆

JSIA
F☆☆☆☆

×

×

×

×

×

× × × × × × × × × × × × ×

×× × × × × × × × × × ×

××

× × × × × × × × × × ××

× × × × × × ○
（10～20％） × × ×

× × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × ×

×

×

× × × × × × × × × × ×

タキボンド＃601

エポシール

JIS
F☆☆☆☆× × × × × × × × × × × × ×タキボンド＃607

タキボンド＃625

タキボンド＃650

レッツステップ専用
プライマー

タキシール＃600

タキボンド＃620

100μg/m3
(0.08ppm)

260μg/m3
(0.07ppm)

200μg/m3
(0.05ppm)

240μg/m3
(0.04ppm)

100μg/m3
(0.08ppm)

260μg/m3
(0.07ppm)

必ず測定

放散速度に
よる等級区分

当事者間で
取り決め

当事者間で
取り決め

当事者間で
取り決め

当事者間で
取り決め

870μg/m3
(0.20ppm)

240μg/m3
(0.04ppm)

3800μg/m3
(0.88ppm)

－

－ － － 使用禁止 － － － － － －－－

－ － － － － － －

－ － － － － －－

220μg/m3
(0.05ppm)

3800μg/m3
(0.88ppm)

220μg/m3
(0.05ppm)

1μg/m3
(0.07ppb)

17μg/m3
(1.5ppb)

330μg/m3
(0.04ppm)

100μg/m3
(6.3ppb)

0.29μg/m3
(0.02ppb)

48μg/m3
(0.03ppm)

33μg/m3
(3.8ppb)

JIS
F☆☆☆☆× × × × × × × × × × × × ×タキボンド＃701

○：原料として使用している
×：原料として使用していない

※4　ホルムアルデヒド放散速度区分はJIS A5536に準拠。
　　　JIS F☆☆☆☆マークと同じホルムアルデヒド放散速度レベルを有する製品を証明するマークには、JAIA F☆☆☆☆と
　　　JSIA F☆☆☆☆があります。
　　　JAIA F☆☆☆☆は日本接着剤工業会、JSIA F☆☆☆☆は日本シーリング材工業会が認定した製品に表示することができます。
※5　日本接着剤工業会（JAIA）の自主管理対象物質（4VOC）

※1　フタル酸ジ-n-ブチル
※2　フタル酸ジ-2-エチルヘキシル
※3　小児の場合0.1μg/m3（0.007ppb）

タキロンシーアイ床用接着剤は、すべての製品に対してノンホルムアルデヒド対策を行っております。また、屋内用途を主体とした床用接着
剤に対してもトルエン、キシレン等を使用しないなど、VOC対策を行っております。

タキロンシーアイ床材製品は分析（JIS A 1901小形チャンバー法に準拠）により、ホルムアルデヒドを含有していないことを確認しており
ます。ビニル系床材は告示の対象外であるため、F☆☆☆☆の表示はいたしませんが安心してご使用いただけます。

床 材 製 品

接 着 剤

室内空気汚染の原因とされているVOCの放散量については、接着剤中の含有量との相関性は、現在の所はっきりと分かっておりません。
そこで、具体的な対策としては使用する接着剤におけるVOC対象物質の有無を確認した上で、その用途ごとに使い分けてください。

VOC（揮発性有機化合物）対策について注意すべき点

タキロンシーアイ床材製品はホルムアルデヒドを使用しておりません。

※3

※1 ※2

※4

JAIA
F☆☆☆☆×

タキストロン

ネオセーフ抗菌

ネオクリーン

タキステップ
RAステップ
レッツステップ

※5 ※5 ※5 ※5

床材および接着剤はその用途により、VOC（揮発性有機化合物）などの室内空気汚染物質が検出さ
れないものを要求される場合があります。タキロンシーアイ床材製品は原料にホルムアルデヒドを
使用しておりません。尚、接着剤選定の際には、接着剤関係環境対応一覧表をご参考ください。

公共建築工事標準仕様書 （国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 

公共建築改修工事標準仕様書 （国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）  

公共住宅建設工事共通仕様書 （公共住宅事業者等連絡協議会 編集）  

（1）ビニル床シートはJIS A 5705（ビニル系床材）に基づき、種類の記号、色柄、厚さ等は特記による。
特記がなければ、種類の記号はFS、厚さ2.0mmとする。

（ウ）視覚障害者用床タイルの種類及び形状は、特記による。
（3）特殊機能床材

●材料

内装工事（ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張り）

例． 厚さが2.0mm以外のタキストロンを使用される場合には特記が必要となります。

例． 点字タイルを使用される場合には特記が必要となります。

（オ） 防滑性床シートの種類、厚さ等は、特記による。

（注） 施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合は、特記による。

例． タキストロン、ネオセーフ抗菌を使用される場合には特記が必要となります。

（ア）ビニル床シート及びビニル床タイル用接着剤は、JIS A 5536（床仕上げ材用接着剤）に基づき、主成分による
区分は表による施工箇所に応じたものとする。ただし、ホルムアルデヒド放散量による区分は、特記による。特記が
なければＦ☆☆☆☆とする。

●施工

（a）はぎ目及び継ぎ目の溝切りはビニル床シート張付け後、接着剤が硬化した状態を見計らい、溝切りカッタ
ー等を用いて行う。

（b）溝は、V字形又はU字形とし、均一な幅に床シート厚さの2/3程度まで溝切りする。
（c）溶接は、熱溶接機を用いて、ビニル床シートと溶接棒を同時に溶融し、余盛りができる程度に加圧しながら

行う。
（d）溶接完了後、溶接部が完全に冷却した後、余盛りを削り取り、平滑にする。

（ウ）接合部の工法は、特記による。特記がなければ、熱溶接工法とし、次による。

→ タキロンシーアイ床用専用接着剤は、全て Ｆ☆☆☆☆商品です。
主成分による区分 施工箇所

酢酸ビニル樹脂系、ビニル共重合樹脂系、アクリル樹脂系、
エマルション系、ウレタン樹脂系、ゴム系ラテックス形

エポキシ樹脂系
ウレタン樹脂系

一般の床、幅木等

地下部分の最下段、玄関ホール、湯沸室、便所、洗面所、床
下・防湿層のない土間、貯水槽、浴室の直上床及び脱衣室
等張付け後に湿気及び水の影響を受けやすい箇所、耐動
荷重性床シートの場合、化学実験室等

 〈適合品一覧〉
品名

タキストロン

タキストロン プラスケア

ネオクリーン

踊り場用シート

ネオセーフ抗菌20
ネオセーフ抗菌25
点字タイル

MT、MX、ST
HK、ZA、NA、RA、FH、QA、BA、SA、MR、PRE、SL
AHT、AHL、WB、LB、GK
XG
MJ、CJ、WJ
NE
TW
TR
S
T
TT、TS

2.9mm
2.5mm
2.0mm
3.5mm
5.0mm
2.0mm
2.5mm
3.0mm
2.0mm
2.5mm
7.0mm

FS
FS
FS
HS
―
FS
FS
FS
―
―
―

品番 厚さ 区分

（6）接着剤

官公庁建築工事共通仕様書


